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で
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ボ
ン
賞
」
贈
呈  

 
 
 
  

式
。
あ
さ
ぎ
り
町
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「
ふ
も
と
会
」
か
ら 

原
田
キ
ラ
ク
代
表
と
夫
の

重
利
さ
ん
が
出
席
、
緑
の

リ
ボ
ン
賞
を
受
け
取
り
ま

し
た
◆
同
会
は
十
八
年
前

か
ら
県
道
錦
湯
前
線
沿
い

に
花
を
植
え
、
環
境
美
化

に
努
め
て
い
ま
す
。
き
っ

か
け
は
キ
ラ
ク
さ
ん
が
退

職
を
機
に
「
地
域
へ
の
恩

返
し
」
と
自
宅
前
に
植
え

始
め
た
こ
と
。
今
で
は
会

員
も
十
人
に
増
え
岡
麓
地

区
の
約
三
百
㍍
が
フ
ラ

ワ
ー
ロ
ー
ド
に
◆
百
日
草

や
ヒ
マ
ワ
リ
な
ど
季
節
の

花
が
美
を
競
っ
て
い
ま

す
。
梅
雨
が
早
く
明
け
今

年
は
特
に
水
や
り
や
草
取

り
な
ど
の
世
話
が
大
変
な

よ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
通

り
が
か
り
の
車
を
止
め

て
、
携
帯
の
カ
メ
ラ
で
撮

影
し
て
い
く
人
も
い
て
、

励
み
に
な
る
と
か
◆
体
調

を
崩
し
車
椅
子
を
使
う
キ

ラ
ク
さ
ん
で
す
が
「
と
か

く
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い

世
の
中
だ
け
れ
ど
、
賞
を

い
た
だ
い
た
こ
と
で
新
た

な
感
動
が
生
ま
れ
た
。
節

目
と
な
る
二
十
年
ま
で
は

ぜ
ひ
続
け
た
い
」
と
話
し

て
お
ら
れ
た
の
が
印
象
的

で
し
た
◆
大
げ
さ
に
考
え

な
く
と
も
自
分
た
ち
で
や

れ
る
範
囲
で
続
け
る
こ
と

が
誰
も
を
幸
せ
に
し
、
地

域
を
明
る
く
し
て
く
れ

る
ー
そ
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
原
点
も
教
え
て
く
れ

た
緑
の
リ
ボ
ン
賞
で
す
。    
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盆 情 報 

 ６月末に多良木町の焼酎蔵元

「房の露株式会社＝堤 和弘代表

取締役社長」が、創業１００周年

の記念公演と祝賀会をとり行いま

した。当時は「堤商店」といい、

現在の焼酎の生産・販売の他、醤

油や味噌も近年まで取り扱われて

いました。「現在ではスーパーな

どで簡単に醤油は買い求められるが、以前は樽を運んで、1軒１軒瓶

に入れて回っていました。」と社長の父、堤 行信さん（同取締役

相談役）は当時の苦労を語っておられました。たしかに、現在のよ

うに道路事情も良くはなかったし、車やバイクなども沢山あった訳

でもないのだから、並大抵のことではなかったでしょう。（ちなみ

に車や自転車、電話などは、堤商店

が地域で最も早く導入されてい

たそうです。）現在は約２０銘

柄の焼酎を九州はもちろん、関

東・関西へ出荷されており、球

磨焼酎の発展に努めておられま

す。しかしながら、「健康面

や、交通ルールの遵守、また団

塊世代の退職と、焼酎を酌み交

わしながらのコミュニケーションが減ってきている」と社長が話さ

れるように、米焼酎をはじめとす

るアルコール飲料の消費が低迷し

ています。「こういう時こそ、自

己満足や勢いだけではなく、市場

を現実視し、正確に分析する必要

がある」と気を引き締められてい

ます。「地域と文化の中に焼酎を

どう根差していくか、考えていか

なければならない」とも話されて

いました。また、記念講演では、５

代目三遊亭円楽の総領弟子である三遊亭鳳楽
ほうらく

師匠の独演会があり、

社員をはじめＯＢや町民が古典落語の世界を楽しみました。その後

にあった祝賀会では、社長か

ら「先輩から受け継いできた

ものを大切にし、更にやりが

いや生き甲斐、また職人魂を

感じられる職場づくりをして

いきたい」と、次なる節目に

向かって決意を新たにされて

いました。 

 

第
十
七
回
「
熊
日
杯
」
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

バ
レ
ー
大
会
が
七
月
十
四
日
〜
十
五
日

に
か
け
て
多
良
木
町
民
体
育
館
と
多
良

木
中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

熊
日
多
良
木
販
売
セ
ン
タ
ー
の
小
出

社
長
が
「
肥
薩
線
開
通
百
周
年
を
迎
え

て
、
人
吉
駅
前
か
ら
市
街
地
を
当
時
の
模

様
を
再
現
し
、
大
八
車
で
新
聞
搬
送
と
ミ

ニ
コ
ミ
紙
の
配
布
を
行
い
皆
さ
ん
に
喜
ん

で
も
ら
い
ま
し
た
」
と
挨
拶
。 

 

熊
日
球
磨
支
局
長
の
山
口
尚
久
氏
は

「
今
回
は
、
一
緒
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い

ま
す
」
と
挨
拶
さ
れ
、
ス
マ
イ
ル
チ
ー
ム

の
尾
方
選
手
が
力
強
く
選
手
宣
誓
を
さ

れ
て
試
合
開
始
。
今
回
も
四
ブ
ロ
ッ
ク
で

総
当
た
り
戦
で
の
試
合
で
し
た
。
三
十
五

チ
ー
ム
百
九
十
一
名
の
選
手
に
よ
る
二

日
間
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
結
果

下
記
の
チ
ー
ム
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
入

賞
さ
れ
た
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

【男子４９歳以下の部】優勝  

錦ファイヤーチームのみなさん 

【男子５０歳以上の部】優勝  

あららチームのみなさん 

【女子４９歳以下の部】優勝  

卑弥呼チームのみなさん 

【女子５０歳以上の部】優勝  

人吉あじさいチームのみなさん 

優 勝 あらら 優 勝 錦ファイヤー 優 勝 人吉あじさい 優 勝 卑弥呼

準優勝 一の木谷 準優勝 スマイル 準優勝 レインボー 準優勝 リフレッシュ

第 ３ 位 桜草 第 ３ 位 虹 第 ３ 位 サラダ 第 ３ 位 アリエス

第 ４ 位 土曜会 第 ４ 位 クレシェンド 第 ４ 位 ハートＢ 第 ４ 位 フラッシュ

男子５０歳以上の部 男子49歳以下の部 女子５０歳以上の部 女子４９歳以下の部

「
ふ
も
と
会
」
の

皆
さ
ん
が
植
栽
さ

れ
た
『
百
日
草
』 
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◇
ふ
も
と
会 

あ
さ
ぎ
り
町
岡
原
南
、
岡
麓 

 ７月１９日（土）「第９７回熊日緑のリボン賞」の贈呈式が熊日本

社で行われました。この緑のリボン賞は、長年にわたり地域の環境美

化、奉仕活動をされている団体・個人に贈られました。 

「ふもと会」代表の原田キラクさんとご主人の重利さんが出席されま

した。「ふもと会」は、幸野溝沿いの県道約３００ｍに花を植栽され

道行く人々の心を和ませています。 これまでに励みになったのは、 

 ◎きれいな花だと車から降りて見る人 

 ◎暑い作業中に冷たい飲み物を差し入れてくれる人 

 ◎「とてもきれいですね」と喜んでもらえること 

 大変なのは、夏場の水まきで、頑張り過ぎて、体調を崩すことも。 

 本校高等部で１年おきに宿泊学習を行っています。今年度は７月

１６、１７日に湯前町グリーンパレスで行いました。暑い中、B＆G

プールで泳いだり、ゴーカートで遊んだり夜は花火を楽しみまし

た。夕食は各学年で協力しあってカレーライスやバーベキュー作り

に汗をたくさん流しながら、それぞれの味を比べあっていました。  

【生徒感想】 

 「３年生にとっては最後の宿泊でした。僕が心に残ったことは夕

球磨養護学校 

夕食の準備に忙しい高等部の皆さん 

伊
豆
英
一
社
長
か
ら
表
彰
さ
れ
る 

 
 

原
田
キ
ラ
ク
さ
ん
と
重
利
さ
ん 

町内の小学生が多良木町役場

庁舎玄関前に“七夕かざり”を

作成し飾りました。これは、平

成１９年度から始まった「放課

後子ども教室」に参加している

子どもたちが各小学校で「短冊

に願いを書いた物」を代表者が

持ち寄り飾り付けて設置したも

のです。「放課後子ども教室」

とは、「安全・安心な子どもの活動拠点（居場所）を設け、地域の

方々の参画を得て、子どもたちと共に勉強やスポーツ・文化活動、

地域住民との交流活動等の取り組みを推進する」事業です。   

例えば伝承遊び、縄跳び、マスコット作り等です。 

詳しくは教育振興課、担当、今井一久さんまで。 

食でバーベキューをしたこ

とです。とてもおいしくで

きました。 だけど、ご飯は

こげてしまったので、僕は

焼きおにぎりにしてたべま

した。この宿泊で学んだこ

とを思い出に卒業しても頑

張っていきたいと思いま

す。」 

（原稿・写真提供： 

     球磨養護学校） 

 源嶋 柊人
げじま しゅうと 

くん 平成２０年２月２７日生 

 ◎父：源嶋康浩さん 母：弥穂
みほ

さん 

 ◎多良木町久米 
 ◎両親から 

  すくすく元気に育ってネ♡ 

（
笑
顔
が
可
愛
い
柊
人
く
ん
） 

 第58回郡民体育祭、四半的弓道が７月１２日５町村１５チームが

参加して、あさぎり町岡原のもみじ館で行われました。 

結果は、多良木町が優勝、準優勝があさぎり町（岡原チーム）。 

優勝した多良木町の四半的協会会長、渕田征勝さんは「六月から郡

体に向けて練習をしてきました。去年も優勝し今年も優勝出来たの 

でよかった。また来年も優勝出来るように頑張っていきたい。」と

語られました。 

惜しくも、準優勝のあさぎり町（岡原チーム）の四半的協会会長、

川辺昭さんは「一昨年までは３年連続優勝していたが、去年からは 

多良木町に負けているので来年の郡体は優勝出来るように頑張りま

す。」と来年

の意気込みを

語 ら れ ま し

た。 

 両協会とも

会員を募集さ

れています。

興味のある方

は、是非お尋

ね下さい。 

（真剣に的に向かって射る岡原チーム） 

 ７月１６日（水）多良木幼稚園（那須律子園長）で恒例のソーメ

ン流しがありました。 

 竹を割ってその中に水を流し、ソーメンやトマト、ゆで玉子など

を流すと、園児たちは大はしゃぎで、流れてくるソーメンなどを

取って美味しいそうに食べていました。特にトマトは自分たちが育

てたこともありうれしそうでした。 


